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*P5΍"*͕ࣾձにਂ͘ਁಁし࢖ΘΕる࣌代ɺͦの҆全のج൫となるιϑτ΢ΣΞの҆全ੑ΍৴པੑを
ਂ͘۷ΓԼ͛ます。

研究を始めるのに必要な知識・能力
・大学ଔ業ఔ度のしっかりした論理学やプロάラミンάの知識とಎ࡯力。
・ίンϐϡータやιフトウェΞの動く࢓組みについての理解とڵ味。
・ίンϐϡータ・セΩϡリティについての基本的な知識。

研究室の指導方針
　まず、それͧれの޲ࢤする研究テーマに応じて、必要な情報科学の基礎知識を身につけていただきます。たと͑͹҆全性୲保技術に
ついては、プロάラミンάޠݴ理論やࣜܗख法に必要な数学的素ཆなどがそれに当たります。また、ࢉܭ機ΞーΩテクチϟや数理論理
学౳も、分野によっては知識が必要になります。
　Լه、研究内༰でྫࣔする内༰Ҏ֎でも、ιフトウェΞの信པ性・҆全性の޲上につながるような内༰であれ͹、Մ能なݶり学生の
自主的な取り組みを重視します。学Ґ論จのテーマ決ఆにࡍしては、૬ஊにはのりますが、最終的には自ら決めていただきます。

この研究で身につく能力
　બんだ研究テーマにもよりますが、研究で必要となるιフトウェΞやࢉܭ機システムに対するಎ࡯力と分ੳ力は、実ࡍの社会でࢉܭ
機システムをਖ਼しく動かすために必ਢな能力として、ಛにIoTやAIなど、まだ୭もಋೖしていない新しい要素を含み、୭もਖ਼しいやり方
が分からないシステムを構ஙするݱ場で、いΘΏるシステムΞーΩテクトとして活かしていただくことをڧくظ଴しています。また、ಛに
論理ূݕの分野は国ࡍ的な研究が೤いྖҬでもあり、ΞカデミΞを目ࢦすਓは、実ࡍのシステムと最先୺の理論を͙ܨ実学を行͑る
ਓ材になることをظ଴して、研究ࢦಋを行っていきます。

修了生の活躍の場
実社会޲ࢤ： ιフトウェΞΞーΩテクト・セΩϡリティΤンジχΞ
研究者޲ࢤ： 大学・研究所や企業での研究者

研究内容
　*o5΍૊ࠐΈٕज़ͷൃలʹΑΓɺػࢉܭιϑτ΢ΣΞ͕͍ΘΏΔ൚༻ίϯϐϡʔλ͚ͩͰͳ͘ɺࣗ ಈंɺػۭߤɺՈి੡඼ɺҩྍثػɺ
ΘΕΔΑ͏ʹͳͬͯ࢖Εͯ·ࠐ૊Έʹثػ΍ੜ໋ͷ安全ੑʹ直݁͢Δ׆場ઃඋͳͲզʑͷੜ޻ ͍͓ʹ୅ݱ͖ͨ ɺͯγεςϜ全ମͷ৴པ
ੑΛ֬保͢Δ͜ͱ͸ɺ͖ΘΊͯॏཁͳ্ۀ࢈ͷཁ੥ʹͳͬͯ ͖͍ͯ· ɻ͢·ͨɺιϑτ΢ΣΞͷن໛͕֦大͠ɺෳ਺ͷγεςϜ͕༗ػ
తʹ௨৴ɾ࿈͢ܞΔ࣌୅ʹ͓͍ ɺͯ利༻ऀ͕ιϑτ΢ΣΞΛʮͯݟʯ安全ੑΛ直઀֬ೝ͢Δ͜ͱ͕出དྷͳ͍Ҏ্ɺֶ޻తͳख๏Ͱγε
ςϚνοΫʹ安全ͳιϑτ΢ΣΞΛߏங͠ɺ͞Βʹͦͷ安全ੑΛଞਓʹ͖ͪΜͱઆ明͢ΔཱࠜͯڌΛ作Δ͜ͱ͕ɺॏཁʹͳͬͯ ͖͍ͯ
· ɻ͢本ࣨڀݚͰ͸ɺιϑτ΢ΣΞΛؚΉ*o5γεςϜͷ安全ੑͷ୲保ʹඞཁͳٕज़Λڀݚ։ൃ͠ɺۀ࢈ͱͯ͠ͷ安全ͳιϑτ΢ΣΞߏ
ஙखஈͷମܥԽΛ໨͠ࢦ· ɻ͢

*o5΍૊ࠐΈγεςϜ全ମͷ安全ੑΛ୲保͢ΔͨΊͷٕज़
⾣γεςϜ全ମΛ၆ᛌͨ͠ιϑτ΢ΣΞηΩϡϦςΟΞʔΩςΫνϟ
⾣*o5αʔϏεͷͨΊͷηΩϡϦςΟΞʔΩςΫνϟɾج൫γεςϜ 
⾣*o5ج൫ʹ͓͚Διϑτ΢ΣΞͷ৴པੑ୲保ͷͨΊͷٕज़

ιϑτ΢ΣΞͷ安全ੑΛ୲保ɾઆ明͢ΔͨΊͷج൫ٕज़
⾣ιϑτ΢ΣΞ安全ੑΛ࿦ཧతʹ͢ূݕΔٕज़（ূݕࣜܗ） 
⾣ιϑτ΢ΣΞͷ正͠͞Λ໢ཏࠪ͢ݕΔٕज़（Ϟσϧࠪݕ） 
 ϓϩάϥϜςετͮ͘جʹతख๏ࣜܗ⾣
⾣ͦͷଞɺϓϩάϥϜͷҙຯ΍安全ੑΛٞ࿦͢ΔͨΊͷૅجཧ࿦ɾج൫ٕज़ 
　ɾϓϩάϥϜͷه༷࢓ड़๏ɺ਺ཧతٕ๏ɺٕࣜܗ๏ɺه༷࢓ड़࿦ 
　ɾϓϩάϥϛϯάޠݴͷཧ࿦ͱ実૷
　ɾϓϩάϥϜ։ൃ޻ఔͷ௥੻ٕज़

研究環境
　本研究室は連携研究室ですので、産業技術૯合研究所（情報技
術研究෦門）で研究ࢦಋを行います。�೥目はつく͹センター（ҵ
৓ݝつく͹市）での活動を基本としますが、研究テーマによっては
関੢センター（大阪෎池ా市）やྟւ෭౎心センター（౦ژ౎ߐ
౦۠）にࡏ੶する研究者も含めて、その分野のΤΩスύートの支

（写真左から）
客員教授：大׮　ؠ
客員准教授：A⒎eldt 3eZnald

　˞બ୒できる教ҭプロάラムについては、ೖ学後、୲当教員に֬ೝしてください。

ηΩϡΞιϑτ΢ΣΞγスςϜ研究室
（研究開発๏ਓ産業技術૯߹研究所ཱࠃ）

援をडけ、より高度な研究を実ݱすることを目ࢦします。テーマに
よっては、研究所で進めている産׭学連携活動に参Ճし、企業と
の共同研究を体験する機会もあります。
　༏लな学生に対して、ಛにത࢜課ఔにおいては、研究所におい
て3Aとしてۈ຿し、۩体的な研究業຿に有څで携Θりながら学Ґ
取得を目ࢦす్があります。




